














On the Symposium ：Teaching in the Changing World; Dialogue between Japanese and 
British Researchers on Higher and Lifelong Education, Kyoto University, March 2011 
 
P・ジャーヴィス教授の招聘とシンポジウムの趣旨 






習をめぐる日英研究者の対話』（Teaching in the Changing World: Dialogue between 




である。2011 年 2 月末、本講座の教員・院生を中心に組織されたジャーヴィス研究会で、







































作を出されているが、ここで敢えて teaching の本を出されたことには大きな意味がある。 
 
 近年、世界的に学習理論が注目を浴びている。同教授は 1998 年には『学習の理論と実
践』(Theory and Practice of Learning、2002 年に第二版)、2000 年には『学習の時代』






























































































































































































































































































のである。…（Heidegger, 1968, pp.14-15） 
  
賢い教師は学習には乗り込んでいくようなことは決してしません。このような教師が行
うのは、学びが起こる空間をつくることなのです。これは、教師が必要とされる時も介入
するべきではないということを意味するのではありません。教師は教える内容が学習のプ
ロセスに貢献できるようにする責任はありますが、その際には学生のニーズをいつも頭の
中に置いておかなければなりません。学習の空間（space）には、パーマ （ー1983, pp.69-87）
が指摘するように三つの主な特徴、すなわち、「オープンであること」、「境界」、「ホスピタ
リティのある雰囲気」があります。「オープンであること」とは文字通りの意味です。この
学習の空間は、教師が学生のためにすべて満たしてしまってはならないものですが、学習
者が真実を追究できるように境界を持つことはあります。とはいえ、この空間には境界線
がないという側面もあります。そのような場合、思考やスキルは、自分が考えるにしたが
って深められていきます。今まで思考してきた範疇のなかでは見えなかった真実を探究し
続けられるのです。レヴィナス（1991）が示唆するように、これは無限のプロセスになり
えます。教師は振り返りのプロセスを援助できますが、学習者だけが、本当の振り返りを
行い、自分の思考を無限に探究することができるのです。 
 
このような境界をもたない空間は、新しい教師や新しい考えを歓迎するホスピタリティ
をもつものでなければなりません。新しい考えには常に「痛みがない伴わない」とは言え
ませんので、ホスピタリティが十分にあれば、痛みを伴うような学習であっても可能とな
るでしょう。たとえば、セネット（2008）が示唆しているように、すぐれた教師は充分な
説明を提供するけれども、偉大な教師というのはその場に揺らぎを与え、動揺を残し、や
やこしい議論すら招き入れます。さらに、偉大な教師はこれらのことについて学習者がこ
だわって考えられるような余地をつくり、そうすることで思考が発展し、広がり、より意
味をもつようになるのです。 
 
教師による配慮： 
今回の翻訳書でも書きましたが（2006, pp.39-52）、私は「教えること」に関する著作を
通して、教える者と教えられる者との間には、常に道徳的な関係性があると述べてきまし
た。教師は、自分のいる領域の真ん中にやってくる「よそ者」に対する責任があります。
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また、学ぼうと私たちの所にくる学習者にも責任があります。「責任を負う」ということは、
学生の空間を私たち教師のプレゼンス（存在性）で埋めることではなく、学習者が学べる
空間を作ることを意味します。もしくは、パーマー（1983, p.88）が述べるように「真実に
従うこと」が共に実践されうるような空間をつくることを意味します。これは、ゆっくり
でかつ段階を踏む学習のプロセスであり、また教師と教えられる者との間の道徳的な関係
性のなかで、教える主題が関わる真実を内面化するようなプロセスです。クラウフォード
（2005）が議論したように、今日の社会で私たちは、物事をあまりにも早いスピードでこ
なし、かなりの経験、特に学びの経験は見過ごされています。ゆっくりとかつ丁寧に学ぶ
ことによって、私たちは互いをもっと理解し、教えるテーマが関わる真実について理解し
始めるのです。「学ぶこと」と「生きること」のプロセス全体で、スピリチュアルな領域に
ついてもっと理解し始めるのです。これが、教師のもつ配慮なのです。つまり他者への配
慮と言えます。私たちはともに、互いを配慮する関係の中でお互いを共有し、そうするこ
とで人間性を認識できます。学習コミュニティからは何も排除されないのです。 
 
結論－すぐれた学習支援者とは何か 
このトピックについては、この短い発表で言及した以上のことが、当然あります。私の
分析に賛同しない方もいらっしゃると思います。しかし、ここで議論してきたことから、
すぐれた学習支援者の定義ができる段階に来たと思います。すぐれた学習支援者とは、他
者（学習者）への配慮をもって自分自身、自分の知識、自分の専門性を捧げ、そうするこ
とで、学習者と教師が、生涯にわたる学びのプロセスの中で共に学び、成長し、人間性を
発展させる機会が生まれる空間を創る人のことなのです。 
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